
（別紙３）

～ 2026年　6月　21日

（対象者数） 10人 （回答者数） 7人

～ 2026年　6月　30日

（対象者数） 5人 （回答者数） 5人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

一人ひとりの発達段階や特性に応じた教材・プログラムをさ

らに充実させ、子ども自身が主体的に活動を選び、成功体験

を積み重ねながら成長できる環境づくりに取り組んでいきま

す。

2

異年齢や同年代の子ども同士が協力し合える活動を増やし、

互いの気持ちや立場を考えながら、楽しく関わり合える集団

活動の充実を図っていきます。

3

職員一人ひとりの得意分野や強みを活かしながら、造形・音

楽・言語・制作など多様な活動を取り入れ、子どもたちの興

味や可能性を広げられる支援に取り組んでいきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

研修への参加や専門職との連携を進め、職員がより専門的な

視点をもって支援できるよう取り組んでいきます。また、関

係機関や他事業所との情報共有・連携を深め、子ども一人ひ

とりの発達課題やニーズに応じた、より質の高い支援につな

げていきます。

2

事故対応等のマニュアルや支援内容については、対応内容を

明文化し、保護者にわかりやすく伝えていく必要がありま

す。また、写真付きのおたよりやSNS、Webなどを活用して

活動内容を発信するとともに、保護者面談の日程に幅を持た

せたり、雑談形式の保護者会を取り入れたりすることで、保

護者が気軽に相談しやすい環境づくりを進めていきます。

3

職員配置や役割分担を常に見直し、支援体制を整えていく必

要があります。また、児発と放デイで活動のやり方や難易度

を柔軟に調整し、子どもの年齢や発達段階に合ったプログラ

ムを実施していきます。さらに、長期休暇中には平日のおで

かけや食育プログラムを取り入れるなど、活動内容の幅を広

げる工夫を行っていきます。

一人ひとりの発達段階や特性、成長の進度を丁寧に把握し、

それぞれに合った個別支援を大切にしている点が強みです。

子どもたちが自分らしく安心して過ごせる環境を整え、個性

を理解したうえでスタッフが関わることで、安心感のある支

援につながっています。

子ども自身が日々の活動を選び、成功体験を積み重ねられる

ようにするとともに、一人ひとりの発達段階や特性に合わせ

て、文字や数の理解、食事などの生活面の支援を行っていま

す。また、視覚支援やスケジュール提示など、子どもたちに

とってわかりやすい環境設定を工夫し、自分らしく安心して

過ごせる場所となるよう、職員同士で情報共有や意見のすり

合わせを行いながら支援しています。

○事業所名 ココノハーツ名古屋瑞穂教室

○保護者評価実施期間
2026年　6月　5日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2026年　6月　24日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　7月　11日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

集団療育の中で、同年代や異年齢の子ども同士が自然に関わ

り合える環境づくりを行っている点が強みです。集団で過ご

す経験を通して、順番を待つことや相手を意識することな

ど、集団生活の過ごし方を学ぶ機会になっています。また、

遊びを通して生活力、社会性、コミュニケーション能力を育

む支援につながっています。

異年齢交流を大切にし、集団でのプログラムを通して、子ど

も同士が互いの立場や違いを意識しながら関われるよう支援

しています。また、年齢や性別の異なる子どもたちが一緒に

過ごす中で、言葉遣いや相手への対応に気を配れるよう、必

要に応じてスタッフが間に入りながら関わりを促していま

す。

楽器など福祉の枠にとらわれない多様な経験を取り入れ、子

どもたちの興味や可能性を広げる支援を行っている点が強み

です。特性を踏まえながら就学に向けた活動にも取り組んで

おり、年齢や性別、得意分野の異なる職員がいることで、幅

広い視点から子どもたちを支援できています。

保護者との面談や情報共有を通して家庭との連携を図りなが

ら、子ども一人ひとりの好きなことや興味を見つけるきっか

けづくりを支援しています。また、造形・音楽・言語・制作

など多種多様なアプローチを取り入れ、子どもたちがさまざ

まな経験を通して成長できるよう工夫しています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

専門的支援や関係機関との連携について、さらに強化してい

く必要があります。。

専門的支援や関係機関との連携については、子どもたちの

ニーズが多様化している中で、情報共有や協議の機会が十分

に確保しきれていないことが要因として考えられます。

事故対応等のマニュアルや支援内容、活動の意図が保護者に

十分に伝わっていない部分があり、情報発信の方法に課題が

あります。また、面談の機会や保護者同士の交流の場が少な

いという意見もあり、保護者が気軽に相談したり、事業所の

取り組みを理解しやすくしたりするための工夫が必要です。

事故対応等のマニュアルや支援内容、活動の目的や意図が保

護者に十分伝わりきっていない背景には、日々の支援を優先

する中で、発信の機会が限られていることが要因として考え

られます。また、面談の予約をしづらい雰囲気や、保護者同

士が交流するための時間や機会が少ないことも、家庭との連

携を深めるうえでの課題となっています。

スタッフの人数や職員配置により、時間帯によって十分な支

援が行いにくい場面があります。また、女性スタッフが少な

いことや、プログラムによっては未就学児には難しい内容が

あること、おでかけや食育などの活動が特定の曜日に限られ

やすいことも課題です

職員配置や活動内容については、児童のニーズが多様化して

おり、時間帯によって職員配置が厳しくなることが要因とし

て考えられます。また、年齢によって適したプログラムが異

なるため、未就学児には難しい活動があることや、おでか

け・食育など時間を要する活動が学休日や決まった曜日に集

中しやすいことも課題となっています。

事業所における自己評価総括表公表
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